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（ア5）　富およぴ価格空間における需要関係の臨界築合について

1
　
序

　
需
要
関
係
ま
目
彗
o
邑
隻
旨
の
連
続
性
は
一
般
均
衡
分
析

に
お
け
る
一
つ
の
基
本
的
な
要
請
で
あ
る
。
本
稿
の
目
的
は
需
要

関
係
の
連
続
性
あ
る
い
は
不
連
続
性
に
関
し
て
最
近
明
ら
か
に
さ

れ
た
二
、
三
の
事
実
を
、
宮
お
よ
ぴ
価
格
空
間
に
お
け
る
需
要
関

係
の
臨
界
集
合
亭
①
實
三
8
一
竃
清
o
｛
印
ま
冒
彗
ρ
邑
峯
昌

巨
ま
⑦
妻
＄
－
ま
彗
o
ま
①
勺
ユ
o
①
名
彗
窃
（
す
な
わ
ち
、
宮
お

よ
ぴ
価
権
空
間
に
お
い
て
潜
在
的
に
需
要
関
係
の
「
不
連
続
性
」

を
も
た
ら
し
う
る
集
合
）
と
い
う
観
点
か
ら
整
理
し
、
そ
れ
を
最

も
一
般
的
な
7
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
中
で
統
一
的
に
取
り
あ
げ
る
こ

と
に
あ
る
。

　
我
々
が
本
稿
で
「
不
連
続
性
」
と
称
す
る
性
質
に
は
二
種
類
の

山
　
　
崎

昭

も
の
が
あ
る
。
需
要
関
係
が
上
半
連
続
性
自
竃
胃
ぎ
邑
－
8
津
一
－

昌
一
身
を
欠
く
時
、
我
々
は
こ
れ
を
第
一
種
の
不
連
続
性
と
呼
び
、

需
要
関
係
が
関
数
に
な
ら
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
任
意
の
価
格
お

よ
び
｛
目
囲
の
水
準
に
お
い
て
需
要
が
一
意
的
に
定
め
ら
れ
な
い
場
合
、

こ
れ
を
第
二
種
の
不
連
続
性
と
呼
ぷ
。
第
一
種
の
不
連
続
性
を
富

空
間
に
お
け
る
需
要
関
係
の
臨
界
集
合
ま
o
o
H
ま
s
一
m
g
o
｛
臼

ま
昌
彗
ρ
冨
5
弍
昌
巨
ま
①
奏
o
巴
夢
m
電
8
と
し
て
把
握
し
、

第
二
種
の
不
連
続
性
を
価
格
空
間
に
お
け
る
需
要
関
係
の
臨
界
集

合
亭
⑭
0
H
ま
s
；
g
o
｛
曹
ま
目
蝉
邑
邑
p
弍
昌
ぎ
亭
①
雫
一
8

蜆
喝
8
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
需
要
関
係
の
不
連
続
性

と
い
う
現
象
の
本
質
を
非
常
に
美
し
い
形
で
表
現
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。

　
以
下
第
二
節
に
お
い
て
需
要
関
係
の
概
念
を
定
式
化
し
、
そ
の
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上
で
先
き
に
述
べ
た
二
種
類
の
不
連
続
性
を
定
義
す
る
。
続
く
第

三
節
で
は
先
ず
第
二
種
の
不
連
続
性
を
分
析
し
、
こ
こ
で
価
椿
空

間
に
お
け
る
需
要
関
係
の
臨
界
集
合
に
関
す
る
基
本
的
性
質
を
明

ら
か
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
価
格
ベ
ク
ト
ル
の
動
き
回
る
空
間
の

中
で
需
要
関
係
が
第
二
種
の
不
連
続
性
を
持
つ
よ
う
な
価
椿
ベ
ク

ト
ル
の
集
合
は
、
ル
ベ
ー
グ
測
度
0
の
意
味
で
無
視
し
う
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
言
葉
を
換
え
て
表
現
す
れ
ば
、
価

樒
が
充
分
ラ
ン
ダ
ム
で
あ
れ
ぱ
確
率
1
で
も
っ
て
需
要
は
一
意
的

に
定
ま
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
基
本
的
事
実
の
証
明
は

一
般
化
さ
れ
た
リ
ヴ
ィ
ー
ル
ド
・
プ
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
弱
公
理

Ω
o
自
o
量
＝
豊
ρ
峯
o
顯
汀
＞
邑
o
昌
o
｛
目
o
＜
o
巴
o
o
勺
屋
守
屋
目
8
を

用
い
て
財
空
間
に
お
け
る
予
算
超
平
面
の
動
き
と
の
関
連
で
行
な

わ
れ
る
。
第
四
節
で
は
双
対
的
な
接
近
法
が
と
ら
れ
る
。
財
空
間

あ
る
い
は
消
費
集
合
上
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
選
好
関
係
屑
艮
胃
彗
8

屋
5
戌
昌
か
ら
自
然
に
導
か
れ
る
価
格
空
間
上
の
双
対
選
好
ま
巴

召
艮
雪
彗
o
窪
を
考
え
る
。
価
格
空
間
に
お
け
る
需
要
関
係
の
臨

界
集
合
を
同
空
間
に
お
け
る
双
対
選
好
の
臨
界
集
合
と
関
連
づ
け
、

問
題
を
双
対
選
好
の
臨
界
集
含
の
性
質
と
い
う
こ
と
に
帰
着
す
る
。

第
三
節
お
よ
び
第
四
節
は
そ
れ
ぞ
れ
呂
窒
－
O
〇
一
①
＝
と
乞
彗
①
重
邑

（
宅
富
）
お
よ
ぴ
巨
鶉
－
O
〇
一
〇
自
（
ε
暮
）
に
依
拠
し
、
本
稿
で
は

こ
れ
ら
の
論
文
で
得
ら
れ
た
縞
果
の
拡
張
お
よ
ぴ
一
般
化
と
統
一

的
解
釈
を
与
え
る
こ
と
を
主
眼
点
と
し
て
い
る
。
最
後
の
第
五
節

で
は
需
要
関
係
の
第
一
種
の
不
連
続
性
を
宮
空
間
に
お
け
る
需
要

関
係
の
臨
界
集
合
と
し
て
把
え
、
そ
の
性
質
を
解
明
す
る
。
こ
こ

で
の
基
本
的
な
結
果
は
、
窟
空
間
に
お
け
る
需
要
関
係
の
臨
界
集

合
が
可
算
集
合
に
な
る
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

も
し
需
要
関
係
の
第
一
種
の
不
連
続
性
に
関
わ
る
臨
界
集
合
を
財

空
間
あ
る
い
は
消
費
集
合
内
で
考
え
て
み
る
と
、
そ
れ
が
財
空
間

と
同
次
元
の
ル
ベ
ー
グ
測
度
0
の
集
合
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

最
終
節
の
議
論
は
く
顯
ヨ
竃
巴
甘
（
H
ξ
o
。
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
本
稿
の
概
要
を
展
望
し
た
が
、
本
論
で
試
み
ら
れ
る
よ
う

な
上
記
諸
論
文
中
の
幾
つ
か
の
命
題
の
続
一
的
位
置
づ
け
は
、
均

衡
分
析
に
奉
け
る
集
計
の
効
果
に
よ
る
ス
ム
ー
ジ
ン
グ
の
現
象

（
例
え
ぱ
、
＞
H
警
］
o
－
呂
鶉
－
O
o
－
竺
（
岩
N
0
。
∀
く
簑
目
里
墨
崖
（
宅
葛
）
一

雪
巨
竃
げ
墨
己
（
↑
湯
o
）
を
参
照
）
を
研
究
す
る
上
か
ら
も
有
役

で
あ
る
。

2
　
需
要
関
係

　
識
別
可
能
な
財
お
よ
ぴ
サ
ー
ヴ
ィ
ス
（
今
後
こ
の
両
者
を
単
に

（
広
義
の
）
財
と
称
す
る
）
の
数
を
z
と
す
る
（
－
は
正
の
整
数
）
。
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”
を
五
次
元
ユ
ー
ク
リ
ツ
ド
空
間
と
す
る
と
き
、
R
の
一
つ
の
非

空
な
開
集
合
b
∩
5
、
で
財
の
物
理
的
性
質
・
特
徴
を
表
現
し
、

9
を
財
空
間
き
雨
。
§
§
＆
ξ
魯
§
耐
と
呼
ぷ
。
さ
ら
に
9
の
非

空
な
閉
部
分
集
合
X
で
一
消
費
者
の
二
ー
ズ
を
表
し
、
X
を
一
つ

の
消
費
集
合
、
、
。
§
§
喜
ぎ
ミ
這
と
呼
ぷ
。
消
費
集
合
全
体
を

”
と
す
る
。
消
費
集
合
■
m
㎏
の
上
で
定
義
さ
れ
た
一
つ
の
選

好
関
係
昌
ミ
意
ミ
§
耐
ミ
§
§
（
ト
Y
）
と
は
、
Y
∩
k
×
｝

が
X
上
の
2
項
関
係
で
以
下
の
諸
性
質
を
満
す
も
の
を
い
う
。

（
1
）
［
連
続
性
。
。
目
庄
昌
一
q
］
＞
は
k
×
k
の
上
で
開
集
合
。

（
2
）
［
非
反
射
性
…
9
震
三
q
u
各
員
m
↑
に
つ
い
て
（
s
も
）

冊
Y
。
（
3
）
□
非
対
称
性
麸
｝
昌
9
q
］
（
自
こ
）
m
Y
な
ら
ぱ

（
S
簑
）
冊
Y
。
（
4
）
□
否
定
的
推
移
性
篶
σ
竈
凹
ま
き
片
量
冨
三
三
｛
］

（
亀
ら
）
冊
Y
か
つ
（
S
固
）
冊
Y
な
ら
ぱ
（
曽
ふ
）
冊
Y
。
（
・
・
）
［
局

所
非
飽
和
性
一
〇
S
一
昌
冨
筆
き
昌
］
任
意
の
s
m
k
、
任
意
の

”
の
近
傍
σ
に
対
し
て
固
Y
s
と
な
る
よ
う
な
軸
m
q
⊃
｝
が
存

在
す
る
。
今
後
一
般
に
（
曽
ら
）
m
Y
を
s
Y
畦
と
書
き
、
（
曽
ミ
）

冊
Y
を
畠
￥
喧
と
書
く
こ
と
と
す
る
。
任
意
の
消
費
集
合
＊
m
㎏

の
上
で
定
義
さ
れ
た
選
好
関
係
（
ト
Y
）
全
体
の
集
合
を
ア
で
表

記
す
る
。
k
m
㎏
が
与
え
ら
れ
た
と
き
x
に
属
す
る
点
を
一
つ
の

消
費
ペ
ク
ト
ル
昌
〔
。
§
ミ
§
ミ
軋
§
§
o
ミ
と
い
う
。
戸
の
点
ρ

が
1
個
の
財
の
価
格
を
表
す
場
合
こ
の
ρ
を
価
格
ベ
ク
ト
ル
篶

時
、
｝
。
雨
堂
雨
き
、
と
呼
ぶ
、
従
っ
て
我
々
は
基
本
的
な
価
格
空
間
§

、
、
一
。
雨
、
㌻
、
。
恥
と
し
て
単
・
（
⊥
お
9
、
更
V
ξ
1
1
・
二
：
…
§

を
考
え
る
。
今
（
ト
Y
）
m
b
ら
m
お
、
。
士
§
m
5
。
が
与
え
ら
れ

た
と
し
よ
う
。
こ
の
と
き
築
合
す
m
と
ミ
亀
帆
呈
を
予
算
集
合

　
、
ぎ
暑
雨
“
。
雨
“
と
い
い
、
こ
れ
を
由
（
ト
掌
s
）
で
表
す
。
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

で
「
．
」
は
ベ
ク
ト
ル
の
内
穣
、
す
な
わ
ち
、
ミ
昌
H
】
曳
㌔
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
■
－

示
す
。
集
合
す
m
曳
ト
§
§
）
一
任
意
の
“
m
員
ト
賞
§
）
に
対

し
て
。
。
v
†
竺
は
需
要
集
合
s
軋
§
§
軋
§
と
呼
ぱ
れ
b
（
ト
Y
一

§
§
）
と
書
か
れ
る
。
雲
要
関
係
昌
き
§
s
ミ
ミ
§
§
刀
は

、
×
畠
、
。
。
×
由
。
か
ら
9
へ
の
関
係
で
あ
り
、
（
ト
Y
ら
一
§
）
↓
b

（
ト
Y
一
§
§
）
に
ょ
っ
て
定
義
さ
れ
る
。

　
一
般
に
お
m
5
、
（
〇
一
お
よ
び
§
m
畠
が
与
え
ら
れ
た
時
、
こ
の

ρ
と
ω
に
つ
い
て
が
の
部
分
集
合
を
定
義
し
て
お
く
と
今
後
の
我

々
の
議
論
展
開
に
便
利
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
串
（
§
§
）
¶
す
m
射
、
一

℃
．
〒
享
炉
（
さ
§
∀
1
1
す
聖
、
サ
杁
三
串
＾
（
§
§
）
一
⊥
s

・
由
、
一
お
．
曽
〈
ミ
炉
一
…
）
一
⊥
曽
9
、
一
ミ
W
呈
－
員
き

§
）
一
H
す
m
お
、
一
も
・
魯
〉
皇
を
定
義
す
る
。
串
（
き
§
）
は
お
、
に
お

け
る
一
超
平
面
艘
＝
毫
。
、
亘
串
目
Φ
で
あ
り
、
そ
の
他
の
拝
（
き

§
）
一
串
＾
（
き
s
）
一
炉
（
き
ミ
）
一
押
（
き
§
）
は
閉
あ
る
い
は
開
半
空
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間
〇
一
〇
ω
＆
g
毛
彗
ぎ
岸
㎝
喀
8
㎝
で
あ
る
。
こ
の
記
号
を
用

い
る
と
、
由
（
ト
き
§
）
H
串
m
（
§
§
）
⊃
k
と
な
る
。
ま
た
、
我
々

は
串
（
§
s
）
⊃
｝
を
予
算
超
平
面
富
ぎ
暑
雨
“
ミ
㌔
雨
ミ
ト
、
ミ
雨
と
呼

ぷ
こ
と
に
し
よ
う
。

　
均
衡
分
析
に
お
い
て
需
要
関
係
D
の
「
連
続
性
」
が
一
つ
の
基

本
的
要
講
と
な
る
が
、
我
々
が
本
稿
で
「
連
続
性
」
と
称
す
る
の

は
次
の
二
種
類
の
性
質
で
あ
る
。
［
1
］
（
第
一
種
の
連
続
性
）
需

要
関
係
刀
の
上
半
連
続
性
自
電
宵
幕
巨
－
O
昌
饒
…
岸
｝
、
お
よ
び

［
2
］
（
第
二
種
の
連
続
性
）
需
要
関
係
刀
が
そ
の
定
義
域
上
で
関

数
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
b
（
ト
Y
ら
三
）
が
集
合
と
し
て
唯
一

の
元
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

　
以
下
こ
の
二
種
の
連
続
性
が
防
げ
ら
れ
る
よ
う
な
宮
空
間
内
の

集
合
お
よ
ぴ
価
格
空
間
内
の
集
合
に
関
す
る
基
本
的
性
質
を
分
析

す
る
。
こ
の
た
め
第
一
種
の
連
続
性
の
欠
如
を
第
一
種
の
不
連
続

性
、
第
二
種
の
連
統
性
の
欠
如
を
第
二
種
の
不
連
続
性
と
呼
ぷ
こ

と
に
す
る
。3

需
要
関
係
の
価
楮
空
間
に
お
け
る
臨
界
集
合

　
ー
プ
ラ
イ
マ
ル
・
ア
フ
ロ
ー
チ

つ
の
選
好
関
係
（
ト
Y
）
m
、

お
よ
び
宮
の
水
準
ミ
m
由
。
。

が
与
え
ら
れ
た
と
し
よ
う
。
本
節
に
お
い
て
我
々
は
需
要
関
係

b
（
ト
Y
ら
ミ
）
が
第
二
種
の
不
連
続
性
を
有
す
る
よ
う
な
価
楕

ベ
ク
ト
ル
ρ
の
集
合
の
性
質
を
分
析
す
る
。
均
衡
論
的
視
点
か
ら

見
れ
ば
こ
の
種
の
価
格
ベ
ク
ト
ル
が
市
場
価
格
ベ
ク
ト
ル
で
あ
っ

た
場
合
、
消
費
者
の
市
場
行
動
は
理
論
的
に
明
確
さ
を
欠
く
こ
と

に
な
る
。

　
今
後
需
要
関
係
b
（
ト
γ
§
§
）
を
表
記
す
る
場
合
、
い
か

な
る
選
好
関
係
（
ト
Y
）
に
つ
い
て
の
需
要
関
係
で
あ
る
か
が
コ

ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
明
白
な
と
き
は
、
便
宜
上
b
（
ト
Y
ら
一
§
）
の

代
わ
り
に
呉
掌
§
）
と
書
く
場
合
が
し
ぱ
し
ぱ
あ
る
。

　
さ
て
、
本
論
に
入
る
前
に
予
備
的
に
一
般
化
さ
れ
た
リ
ヴ
ィ
ー

ル
ド
・
プ
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
弱
公
理
Ω
竃
胃
凹
冒
＆
オ
①
箒
＞
．

辻
o
冒
o
｛
肉
①
き
巴
＆
勺
篶
｛
胃
彗
8
（
Ω
峯
＞
肉
勺
）
に
関
し
て
触

れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
「
一
般
化
さ
れ
た
」
と
形
容
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

て
い
る
の
は
、
需
要
関
数
に
隈
定
せ
ず
よ
り
一
般
的
に
需
要
関
係

を
考
慮
し
た
場
合
の
弱
公
理
を
問
題
に
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
。

　
［
G
W
A
R
P
U
（
一
般
化
さ
れ
た
リ
ブ
ィ
ー
ル
ド
．
プ
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
の
弱
公
理
）
任
意
の
（
§
§
）
一
（
自
㌧
）
m
辻
。
。
×
宰
に
つ

い
て
、
包
（
掌
§
）
⊃
串
…
（
ε
｝
）
朴
も
か
つ
＆
（
s
“
）
⊃
串
…
（
事
ミ
）
斗

料
な
ら
ぱ
黒
き
§
）
つ
串
肌
（
由
し
）
H
呉
苧
｝
）
⊃
辻
帆
Q
・
ミ
）
・

510



（79）　當および価格空間における需要関係の臨界集合について

　
ア
に
属
す
る
選
好
関
係
（
ト
Y
）
の
需
要
関
係
は
す
べ
て
G
W

A
R
P
を
満
た
す
こ
と
が
容
易
に
確
認
さ
れ
う
る
。

　
命
題
－
　
選
好
関
係
（
ト
Y
）
が
グ
に
属
す
る
な
ら
ぱ
そ
の

需
要
関
係
は
G
W
A
R
P
を
満
足
す
る
。

　
証
明
　
s
m
軋
（
き
ミ
）
⊃
拝
（
向
し
）
か
つ
博
m
鵯
（
s
｝
）
⊃

伊
（
き
§
）
と
し
よ
う
。
需
要
関
係
の
定
義
か
ら
僅
￥
昌
お
よ
ぴ
s
）
～

で
あ
る
。
こ
の
と
き
も
し
畠
冊
亀
（
s
酎
）
⊃
炉
（
§
§
）
で
あ
れ
ぱ
、

固
Y
萬
と
な
る
よ
う
な
Φ
m
押
（
唱
し
）
が
存
在
す
る
。
他
方
博
∩

』
（
S
｝
）
で
あ
る
か
ら
。
。
￥
瞠
で
あ
る
。
よ
っ
て
選
好
関
係
（
ト
Y
）

の
否
定
的
推
移
性
お
よ
ぴ
軸
￥
ぎ
喧
￥
昌
よ
り
固
￥
§
が
導
か
れ

る
が
、
こ
れ
は
～
Y
曽
で
あ
っ
た
こ
と
と
矛
盾
す
る
。
ゆ
え
に
・

§
m
鵯
（
s
｝
）
⊃
伊
（
§
§
）
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
同
様
に
し

て
嘗
m
呉
き
§
）
⊃
拝
（
ド
｝
）
が
導
か
れ
る
。
よ
っ
て
我
々
は

ξ
・
）
⊃
炉
（
ζ
）
1
－
ξ
①
）
⊃
拝
（
ミ
）
で
あ
る
こ
と
を
証

明
し
た
。
■

　
以
上
の
よ
う
に
ア
に
属
す
る
選
好
関
係
（
ト
Y
）
の
需
要
関
係

は
一
般
化
さ
れ
た
リ
ヴ
イ
ー
ル
ド
・
プ
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
弱
公
理

を
満
た
す
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
事
実
か
ら
我
々
は
次
に
価
格

ベ
ク
ト
ル
ρ
の
変
化
に
伴
っ
た
予
算
超
平
面
の
動
き
に
注
目
す
る

　
こ
と
を
要
講
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
左
記
の
命
題
は
殆
ど
自
明
に
近

　
い
が
、
本
節
の
我
欠
の
議
論
展
開
に
と
つ
て
非
常
に
便
利
な
事
実

　
で
あ
る
。

　
命
題
2
　
｛
（
十
〇
）
m
昂
一
ら
（
斗
o
）
m
串
（
S
o
）
し
咄
V
ぎ
S
m
5
と

す
る
。
こ
の
と
き
、
次
の
事
実
が
成
立
す
る
。

（
1
）
　
拝
（
お
十
㌧
き
§
）
⊃
炉
（
S
o
）
∩
拝
（
お
十
＞
～
S
）
⊃

　
串
w
（
s
o
）
一

（
・
）
拝
（
辛
ぎ
§
）
⊃
烏
（
…
）
∩
炉
（
享
㌧
き
§
）
⊃

　
拝
（
s
o
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
証
明
　
（
1
）
　
”
が
左
辺
に
属
し
た
と
し
よ
う
。
そ
う
す
る
と

（
‡
ξ
．
杁
§
宝
ぴ
§
以
と
な
る
か
ら
ミ
ま
§

W
お
．
曽
十
㌧
忌
．
S
よ
り
、
”
が
右
辺
に
属
す
る
こ
と
が
導
か
れ
る
。

（
2
）
　
”
が
左
辺
に
属
し
た
と
し
よ
う
。
そ
う
す
る
と
Q
＋

ξ
．
、
蛤
お
よ
び
串
・
杁
o
よ
り
、
（
辛
ξ
・
杁
ミ
十

　
㌧
呂
．
曽
帆
§
と
な
る
。
よ
っ
て
”
は
右
辺
に
属
す
る
。
■

　
注
－
　
任
意
の
実
数
λ
に
つ
い
て
超
平
面
串
Q
＋
ぎ
§
）
と

串
（
s
o
）
の
共
通
集
合
は
等
し
く
な
る
こ
と
が
命
題
か
ら
導
か
れ

る
。
し
た
が
っ
て
図
1
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ん
が
λ
よ
り

大
な
ら
ぱ
超
平
面
辻
（
s
o
）
の
上
方
で
は
超
平
面
串
（
も
十
シ
s

§
）
は
超
平
面
串
（
お
十
』
き
s
）
の
上
（
ρ
の
方
向
に
対
し
て
）

115
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一橋論叢 第八十八巻 第四号　（80〕

剛

〃（ρ十λ1σ，ω〕

凪口，0〕

〃（ク十んq，〃〕、ク十畑
　
ロム十

　
力
　
x
＼

ハ

　
○工十力

　
＼
＼

に
位
置
し
、
超
平
面
串
（
“
◎
）
の
下
方
で
は
こ
の
関
係
が
逆
に
な

る
。　
Q
を
ガ
の
部
分
集
合
と
す
る
。
こ
の
と
き
碑
は
9
の
凸
包
を
表

す
。
伽
は
Q
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
〃
の
ア
フ
ィ
ン
部
分
空
間
と

し
、
助
を
｛
と
平
行
な
線
型
部
分
空
間
（
す
な
わ
ち
、
あ
る
、
m
　
㎜

射
、
に
対
し
て
』
o
n
8
＋
■
o
）
と
す
る
。
狛
を
功
上
の
ル
ペ
ー
グ

測
度
と
す
る
と
、
同
時
に
こ
れ
を
々
に
お
け
る
測
度
と
見
傲
す
こ

と
も
で
き
る
。
四
あ
る
い
は
助
の
次
元
を
豊
冒
8
9
昌
冒
卜
o

　
　
　
　
　
　
○

な
ど
と
書
く
。

価
格
ベ
ク
ー
ル
系
価
塞
見
内
を
動
き
回
る
と
し
よ
う
。

あ
る
ρ
に
お
い
て
需
要
集
合
b
（
ト
Y
ら
三
）
が
2
つ
以
上
の
消

費
ベ
ク
ト
ル
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
場
合
、
価
格
刃
に
お
け
る
消

費
者
の
需
要
行
動
を
理
論
上
確
定
的
に
叙
述
す
る
、
一
と
は
で
き
な

い
。
例
え
ぱ
図
2
に
お
い
て
価
楕
ベ
ク
ト
ル
ρ
の
も
と
で
消
褒
者

が
勿
、
晩
、
晩
い
ず
れ
の
消
費
ベ
ク
ト
ル
を
選
択
す
る
か
理
論
的

に
示
し
え
な
い
。
し
か
も
ρ
に
お
い
て
需
要
関
係
b
（
ト
y
．
一

§
）
｛
T
b
（
ト
Y
ら
一
S
）
が
上
半
連
続
自
電
。
、
巨
。
邑
．
、
弍
、

昌
o
冨
で
あ
っ
て
も
、
ρ
の
近
傍
に
お
け
る
需
要
点
（
消
費
ベ

ク
ト
ル
）
の
選
ば
れ
方
に
よ
っ
て
は
連
続
的
な
需
要
行
動
と
は
な

ら
な
い
場
合
が
あ
る
。
こ
の
理
由
か
ら
我
々
は
価
楮
ベ
ク
ト
ル
ρ

に
お
け
る
需
要
集
含
b
（
ト
Y
ら
k
）
が
2
要
素
以
上
を
含
む

場
合
、
需
要
関
係
は
ρ
に
お
い
て
第
二
種
の
不
連
続
性
を
有
す
る
、

と
称
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
我
々
は
価
椿
空
間
に
お
け
る

需
要
関
係
の
臨
界
集
含
を
第
二
種
の
不
連
続
性
を
与
え
る
価
楕
べ



（81）富およぴ個格空閥における需要関係の臨界輿合について

ク
ト
ル
ρ
の
集
合
と
し
て
把
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
考
え
方
を

よ
り
一
般
的
な
も
の
に
拡
張
し
て
以
下
の
よ
う
に
臨
界
集
合
を
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

義
し
よ
う
。
今
、
9
を
価
格
空
間
班
の
任
意
の
都
分
集
合
と
す
る
。

選
好
関
係
（
ト
Y
）
お
よ
ぴ
宮
の
水
準
ω
が
与
え
ら
れ
た
と
き
、

需
要
関
係
黒
・
一
、
§
）
；
ギ
↓
め
の
Q
に
お
け
る
臨
界
集
合
§

ミ
§
§
、
§
県
§
雨
§
§
§
＆
ミ
ミ
“
§
ぎ
め
を
記
号
帖
で
表

2図

線、
噛
費肖樹　

　
　
ハ

＞地

X
乃

夙x，ρ，〃〕

凪ク，ω〕

し
、
Q
？
1
1
9
m
め
一
2
ヨ
8
呉
§
§
）
V
T
昌
昌
o
o
9
と
定
義

す
る
。
こ
の
定
義
は
需
要
関
係
呉
・
…
）
が
第
二
種
の
不
連
続
性

を
持
つ
ρ
の
集
合
と
い
う
考
え
方
の
一
つ
の
自
然
な
拡
張
と
な
っ

て
い
る
。
臨
界
集
合
％
に
関
す
る
基
本
的
な
性
質
は
％
の
ル
ベ

ー
グ
測
度
（
ぷ
（
8
）
）
が
O
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
言
葉
を
換
え

れ
ば
9
の
巾
で
％
は
無
視
で
き
る
大
き
さ
に
し
か
す
ぎ
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
o
l
l
5
ギ
の
場
含
、
つ
ま
り
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

ベ
ク
ト
ル
ρ
が
自
由
に
価
樒
空
間
班
全
体
を
動
く
こ
と
が
で
き

る
な
ら
ぱ
、
殆
ど
す
べ
て
の
価
椅
ベ
ク
ト
ル
ρ
に
お
い
て
第
二
種

の
連
続
性
が
成
立
す
る
。
以
上
を
ま
と
め
た
の
が
左
記
の
定
理
で

あ
る
。

　
定
理
1
　
（
価
樒
空
間
に
お
け
る
需
要
関
係
の
臨
界
集
合
に
関

　
　
　
　
　
　
　
十

す
る
定
理
）
Q
を
班
の
可
測
集
合
と
し
、
選
好
関
係
（
ト
Y
）
お

よ
び
富
の
水
準
§
V
o
を
所
与
と
す
る
。
こ
の
と
き
、
需
要
関

係
の
価
格
空
間
に
お
け
る
臨
界
集
合
8
1
1
9
m
9
皇
目
8

o
（
き
§
）
V
N
1
9
旨
8
9
は
ル
ベ
ー
グ
測
度
0
の
集
合
で
あ

る
、
す
な
わ
ち
ぷ
（
P
）
1
1
o
で
あ
る
。

　
証
明
　
先
ず
各
由
m
ぎ
に
対
し
て
集
合
q
を
定
義
す
る
。
“

一
⊥
希
め
百
（
§
．
§
）
⊃
串
＾
（
s
o
）
斗
き
⊃
9
m
o
亙
（
§
ε
）
⊃

革
（
苧
o
）
淋
皇
・
～
は
可
分
で
あ
る
か
ら
、
勾
の
都
分
集
合
が

513
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を
如
の
到
る
所
で
調
密
な
可
算
集
合
と
し
よ
う
。
、
一
の
と
き
次
の

主
張
が
成
立
す
る
こ
と
を
示
そ
う
。

　
主
張
　
8
∩
⊂
貫
㌧
p

　
司
m
8
と
し
、
§
1
1
皇
冒
8
黒
§
§
）
と
置
く
。

我
々
は
あ
る
邊
m
卜
。
に
つ
い
て
、
m
P
と
な
る
こ
と
を
示
し
た

い
。
亀
（
§
§
）
の
中
か
ら
、
勿
、
的
、
≡
伽
な
る
（
伽
十
1
）
個

の
消
費
ベ
ク
ト
ル
を
選
ぴ
出
し
、
肌
個
の
ベ
ク
ト
ル
s
l
葦
…
一

。
。
ミ
ー
8
が
一
次
独
立
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ミ

を
戸
か
ら
μ
へ
の
垂
直
射
影
と
し
、
O
，
1
、
か
ら
肌
ま
で
の

各
ゴ
に
つ
い
て
、
“
1
ー
ミ
（
“
）
と
置
く
。
肌
は
勾
の
直
交
補
空

閲
（
砧
）
の
次
元
よ
り
も
大
で
あ
る
か
ら
、
一
勿
が
0
ベ
ク
ト
ル

で
な
い
と
仮
定
し
て
一
般
性
を
失
わ
な
い
。
こ
こ
で
少
く
と
も
あ

る
一
つ
の
プ
に
つ
い
て
一
勾
と
一
勿
と
が
一
次
独
立
で
あ
る
こ
と
を
証

明
し
よ
う
。
仮
り
に
す
べ
て
の
．
J
に
つ
い
て
一
勾
と
一
勿
と
が
一
次
従

属
で
あ
づ
た
と
す
る
。
そ
の
場
合
1
か
ら
榊
ま
で
の
各
．
3
に
つ
い

て
0
と
異
な
る
吻
で
ど
1
き
8
m
卜
仲
と
な
る
も
の
が
存
在
す
る
。

と
こ
ろ
が
肌
は
⊥
ρ
の
次
元
よ
り
厳
密
に
大
で
あ
る
か
ら
ミ
ー
、
さ

　
　
　
　
　
　
z

と
い
う
肌
個
の
ベ
ク
ト
ル
は
一
次
従
属
と
な
る
。
よ
っ
て
同
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

○
と
な
ら
な
い
肌
個
の
実
数
ら
で
】
～
（
“
1
き
舳
o
）
1
l
o
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
一
一

も
の
が
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
が
ミ
“
1
1
お
・
8
“
S
＊
o
が
各
々
の
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
『
　
　
　
　
　
ヨ
「

に
つ
。
い
て
成
立
し
て
い
る
か
ら
、
】
8
1
1
】
＆
き
と
な
る
。
ゆ

　
　
　
彗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
1
－
－
　
　
　
』
1
－
－

え
に
、
】
＆
（
“
1
軸
o
）
1
1
o
が
導
か
れ
る
が
、
こ
れ
は
肌
個
の
べ

　
　
』
1
－
－

ク
ト
ル
（
“
1
8
）
ζ
1
1
戸
…
一
さ
が
一
次
独
立
で
あ
っ
た
こ
と
に

矛
盾
す
る
。
こ
れ
で
あ
る
．
3
に
関
し
一
句
と
一
勿
と
が
一
次
独
立
と

な
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
助
の
あ
る
ベ
ク
ト
ル
一
q
に
対
し
て
向
・
“
o
1
1
向
・
8
〈
o
〈

向
・
“
H
軸
さ
な
る
こ
と
を
意
味
す
名
。
が
は
勾
の
到
る
所
で
欄

密
で
あ
る
か
ら
、
一
q
の
充
分
近
く
に
凸
m
卜
．
を
取
れ
ぱ
自
・
s
〈

o
〈
邊
・
～
と
な
る
。
ゆ
え
に
お
m
⊂
言
■
。
P
が
証
明
さ
れ
た
。

　
さ
て
次
に
集
合
的
の
可
測
性
を
示
そ
う
。
こ
れ
は
、
需
要
関

係
邑
（
・
一
§
）
一
5
ギ
↓
b
の
グ
ラ
フ
が
可
測
で
あ
る
こ
と
（
こ
の

事
実
に
つ
い
て
は
例
え
ぱ
雪
5
彗
σ
墨
邑
（
岩
ミ
）
一
や
H
8
を

参
照
）
、
お
よ
び
築
含
串
・
（
S
o
）
X
曽
v
（
S
O
）
が
可
測
で
あ
る
こ

と
、
さ
ら
に
8
H
g
m
9
（
呉
§
§
）
×
呉
き
§
）
⊃
（
申
＾
（
“
o
）

×
串
V
（
S
O
）
）
十
皇
で
あ
る
こ
と
よ
り
導
か
れ
る
。

　
定
理
の
証
明
を
完
了
す
る
た
め
に
我
々
は
助
の
任
意
の
点
q

に
つ
い
て
ぷ
（
p
）
“
o
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
。
フ
ビ
ニ

｝
邑
U
姜
の
定
理
か
ら
も
し
す
べ
て
の
お
m
ぎ
⊃
串
（
“
o
）
に
対
し

て
、
＃
［
p
⊃
（
B
＋
ぎ
）
］
帆
H
（
こ
こ
で
ト
o
“
一
ξ
－
m
お
一
で
あ
っ

た
こ
と
に
注
意
し
て
お
こ
う
）
で
あ
れ
ぱ
ぷ
（
P
）
1
l
o
と
な
る
。
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（83）　富およぴ価楕空間における需要関係の臨界築合について

そ
こ
で
今
仮
り
に
か
V
シ
が
あ
ウ
て
も
十
ポ
岨
ら
十
シ
唱
m
P
で

あ
っ
た
と
仮
定
し
よ
う
。
そ
う
す
る
と
』
（
お
十
㌧
鼻
§
）
⊃

曽
・
（
…
）
よ
で
あ
り
、
か
つ
ξ
ま
…
）
⊃
戸
（
乞
）
よ
と

な
る
。
し
た
が
っ
て
命
趨
2
よ
り
呉
、
十
㌧
き
§
）
⊃
串
（
S
o
）

∩
串
帆
（
も
十
㌧
§
§
）
⊃
串
V
（
S
O
）
で
あ
り
、
ま
た
、
』
（
心
十
㌧
§

§
）
⊃
芦
（
s
o
）
∩
■
パ
（
も
十
㌧
き
§
）
⊃
芦
（
“
o
）
で
あ
る
。
ゆ
え

に
命
題
1
の
一
般
化
さ
れ
た
リ
ヴ
ィ
ー
ル
ド
・
プ
レ
フ
7
レ
ン

ス
の
弱
公
理
に
よ
り
、
包
（
も
十
、
曇
§
）
⊃
拝
（
も
十
㌧
§
ミ
）
H

軋
Q
＋
㌧
§
§
）
⊃
出
パ
（
お
十
㌧
さ
§
）
と
な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
不

可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
左
辺
は
呉
も
十
き
S
§
）
⊃
串
V
（
S
O
）

∩
串
（
も
十
㌧
さ
§
）
⊃
タ
（
S
O
）
を
含
む
が
、
有
辺
。
は
す
べ
て

串
（
憎
十
～
§
s
）
に
含
ま
れ
て
お
り
、
し
か
も
串
（
お
十
㌧
き
s
）
と
、

串
（
お
十
㌧
昌
§
）
と
の
共
通
集
合
は
超
平
面
曽
（
s
o
）
に
合
ま
れ

て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
■

　
定
理
1
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
殆
ど
の
価
格
ベ
ク
ト
ル
ρ
に

お
い
て
需
要
集
合
の
次
元
は
、
財
空
間
に
お
け
る
価
格
空
間
の
余

次
元
（
す
な
わ
ち
、
価
格
空
間
の
直
交
補
空
間
の
次
元
）
を
上
回

る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
不
正
確
な
表
現
が
許
さ

れ
る
な
ら
ぱ
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
つ
ま
り
、
需
要

関
係
の
取
り
う
る
値
（
ベ
ク
ト
ル
値
）
の
「
自
由
度
」
は
財
の
数

と
価
格
の
動
き
得
る
「
自
由
度
」
と
の
差
に
な
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
次
節
に
お
い
て
本
節
で
証
明
し
た
需
要
関
係
の
価
格
空

間
に
お
け
る
臨
界
集
合
に
関
す
る
基
本
定
理
へ
の
双
対
的
ア
プ
ロ

ー
チ
を
示
す
こ
と
に
し
よ
う
。

4

需
要
関
係
の
臨
界
集
合
と
双
対
選
好

　
－
デ
ュ
ア
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ

　
前
節
に
お
い
て
我
々
は
需
要
関
係
の
価
格
空
間
に
お
け
る
臨
界

集
合
を
、
財
空
間
に
お
け
る
需
要
関
係
の
臨
界
的
現
象
と
し
て
跳

め
、
直
接
に
財
空
間
に
お
け
る
議
論
展
開
を
行
っ
た
。
こ
れ
と
対

照
的
に
本
節
で
は
、
需
要
関
係
の
財
空
間
に
お
け
る
臨
界
的
現
象

を
個
格
空
間
に
お
け
る
「
双
対
選
好
」
の
臨
界
的
現
象
と
し
て
観

る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
よ
う
に
異
な
っ
た
視
点
か
ら
同
一
現
象
を

考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
我
々
は
需
要
関
係
の
臨
界
的
現
象
を
よ

り
深
い
所
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
こ
で
先
ず
デ
ュ
ァ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
第
一
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
双
対
選
好
関
係
旨
巴
雫
①
｛
胃
竃
8
邑
呉
一
〇
畠
あ
る
い
は
よ

り
簡
単
に
双
対
選
好
、
、
、
ミ
嚢
墓
答
空
間
を
導
入

し
よ
う
。
（
我
々
が
こ
こ
で
双
対
選
好
と
呼
ぶ
概
念
は
通
常
間
接

効
用
関
数
と
呼
ば
れ
て
い
る
概
念
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
）
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選
好
関
係
（
ト
Y
）
m
、
が
与
え
ら
れ
た
と
き
、
こ
れ
に
対
し

て
を
お
け
る
・
項
関
係
ど
を
左
記
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

　
畠
M
、
お
介
v
軋
（
ε
§
）
￥
』
（
さ
§
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‡

　
こ
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
た
班
上
の
2
項
関
係
＞
茎
選
好
関
係

（
ト
Y
）
の
ω
に
お
け
る
双
対
選
好
軋
ミ
富
一
、
、
害
、
舳
ミ
。
雨
吻
と
呼
ぷ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾

次
に
、
双
対
選
好
に
よ
る
選
好
関
係
≧
を
簡
単
に
表
現
す
る
も
の

と
し
て
最
小
所
得
関
数
§
§
ぎ
ぎ
ミ
§
ぎ
。
。
§
雨
さ
ミ
。
ま
。
ミ
の

概
念
を
導
入
す
る
。
（
■
、
老
、
峯
o
〆
竃
N
討
（
H
8
ひ
1
N
）
一
（
宕
竃
）

あ
る
い
は
声
峯
ぎ
巨
o
（
H
漂
o
。
）
一
竃
．
N
o
べ
1
曽
一
を
参
照
。
）

任
意
の
亘
ギ
に
対
し
て
、
食
隻
一
の
実
数
値
関
数

ミ
鼻
十
土
を
美
o
）
1
目
二
。
．
責
…
一
差
に
ょ
。

て
定
義
す
る
。
（
図
3
参
照
。
）
こ
の
最
小
所
得
関
数
を
用
い
て

曳
ズ
X
氏
ギ
の
上
で
定
義
さ
れ
た
実
数
値
関
数
φ
を
息
（
臼
ら
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＃
　
　
　
、
　
、

n
§
喧
（
唱
）
－
§
（
、
）
と
定
め
る
と
、
φ
は
双
対
選
好
≧
の
一
般

掌
㌫
か
肝
跡
数
一
す
な
わ
ち
、
帝
、
お
¢
も
（
ミ
）
w
o
）
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
命
題
3
　
次
の
（
1
）
お
よ
び
（
2
）
の
条
件
は
同
値
で
あ
る
。

（
1
）
帝
、
“

（
2
）
　
§
喧
（
埴
）
1
§
百
（
3
）
W
o
か
つ
§
句
（
邊
）
－
§
喧
（
ρ
）
W
o
・

　
証
明
　
最
初
に
（
1
）
ψ
（
2
）
を
示
そ
う
。
由
W
、
宿
な
ら
ぱ

呉
s
§
）
￥
呉
き
き
）
で
あ
る
。
＞
は
否
定
的
推
移
性
を
満
た
す
か

ら
、
呉
き
S
）
V
～
な
る
す
べ
て
の
秒
に
つ
い
て
乱
（
S
S
）
￥
唱
と

な
る
。
よ
っ
て
最
小
所
得
関
数
の
定
義
か
ら
§
o
（
も
）
帆
§
喧
（
も
）

か
つ
§
o
（
由
）
帆
§
、
（
自
）
が
導
か
れ
る
。
次
に
（
2
）
ψ
（
1
）

を
示
そ
う
。
＞
の
周
所
非
飽
和
性
か
ら
も
＆
（
さ
S
）
1
ー
ゴ
迫
（
お
）
W

§
O
（
お
）
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
各
肌
に
つ
い
て
乱
（
ε
§
）
￥
§

615
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と
な
る
伽
で
b
．
亀
（
き
§
）
十
H
ぎ
w
も
・
§
を
満
た
す
伽
が
存
在
す

る
。
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
点
列
（
ぎ
）
は
有
界
で
あ
る
か
ら
収
束

部
分
列
（
§
）
が
あ
る
、
そ
こ
で
、
§
↓
噌
と
す
る
と
、
選
好
関
係

（
ト
Y
）
の
連
続
性
に
よ
り
呉
や
S
）
￥
“
と
な
り
、
か
つ
噌
m

由
（
さ
s
）
で
あ
る
。
よ
っ
て
噌
￥
呉
掌
s
）
も
同
時
に
成
立
す
る
。

ゆ
え
に
否
定
的
推
移
性
に
よ
り
呉
s
§
）
￥
呉
§
§
）
す
な
わ
ち

q
y
、
唱
が
導
か
れ
る
。
■

　
注
2
　
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
中
で
2
つ
の
集
合
、
軌
、
＆
に
つ

い
て
9
￥
孕
と
書
い
た
の
は
、
正
確
に
は
す
べ
て
の
僅
m
畠
お

よ
ぴ
す
べ
て
の
亀
m
臼
に
つ
い
て
亀
￥
嘗
で
あ
る
、
と
い
う
意
味

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
次
に
、
双
対
選
好
≧
の
「
双
対
グ
ラ
デ
ィ
エ
ン
ト
」
対
応
ゲ
を

定
義
し
よ
う
。
垣
、
一
由
ギ
↓
5
、
を
も
工
す
m
お
、
一
す
べ
て
の
由
“
、
博

に
対
し
て
向
．
s
w
ミ
皇
に
よ
っ
て
定
義
す
る
。
双
対
グ
ラ
デ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

エ
ン
ト
対
応
、
9
に
よ
り
、
双
対
選
好
≧
と
需
要
集
合
は
左
記
の
よ

う
な
形
で
関
連
づ
け
ら
れ
る
。

　
命
題
4
　
軌
（
§
S
）
∩
蛯
、
（
お
）

　
証
明
　
仮
り
に
§
m
呉
き
§
）
か
つ
亀
冊
邊
。
（
お
）
な
る
消
費
ベ
ク

ト
ル
”
が
あ
っ
た
と
し
よ
う
。
そ
う
す
る
と
自
～
、
セ
で
同
時
に

．
＾
．
§
〈
お
．
曽
と
な
る
価
格
ベ
ク
ト
ル
q
が
存
在
す
る
。
選
好
関
係

　
の
局
所
非
飽
和
性
に
よ
り
眉
・
畠
…
s
で
あ
る
か
ら
、
先
き
の
不

等
式
は
最
小
所
得
関
数
の
定
義
か
ら
§
迫
（
o
）
〈
§
H
さ
（
自
）
を
意

味
し
て
い
る
。
よ
つ
て
命
題
3
か
ら
自
秤
、
博
と
な
り
矛
盾
が
生

ず
る
。
9

　
系
5
　
臼
．
（
も
）
が
直
線
に
含
ま
れ
れ
ぱ
呉
き
§
）
は
唯
一
の
要

　
　
　
　
　
　
素
か
ら
成
る
。

　
証
明
　
”
お
よ
ぴ
砂
が
需
要
集
合
に
属
す
る
と
す
る
と
命
題
4

お
よ
ぴ
均
、
（
博
）
が
直
線
に
合
ま
れ
る
と
い
う
仮
定
か
ら
あ
る
実

数
λ
に
つ
い
て
貸
1
1
ぎ
と
な
る
。
し
か
し
”
、
型
の
蚊
方
と

も
趨
平
面
串
（
き
§
）
上
に
あ
る
か
ら
、
お
・
自
1
ー
ミ
健
＾
お
・
ぎ
H
§

が
成
立
す
る
。
す
な
わ
ち
、
（
－
－
㌧
）
ミ
曽
1
－
o
と
な
る
。
こ
こ

で
お
．
自
1
1
§
斗
o
で
あ
る
か
ら
㌧
1
I
H
で
あ
る
。
よ
っ
て
s
“
噌

と
な
る
。
■

　
よ
り
一
般
的
に
は
次
の
事
実
が
成
立
す
る
。
証
明
の
考
え
方
は

先
き
の
系
5
の
場
合
と
全
く
同
様
な
の
で
証
明
は
省
略
す
る
。

　
系
6
　
9
昌
8
q
9
§
）
帆
夢
－
ξ
、
（
も
）
ー
ド

　
こ
の
結
果
に
よ
っ
て
需
要
集
合
の
凸
包
の
次
元
と
価
椿
2
に
お

け
る
双
対
グ
ラ
デ
ィ
エ
ン
ト
対
応
の
値
の
次
元
と
が
関
連
づ
け
ら

れ
た
。
需
要
関
係
の
価
格
空
間
に
お
け
る
臨
界
集
合
は
、
需
要
集

517
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合
の
凸
包
の
次
元
と
価
樒
ベ
ク
ト
ル
ρ
の
動
き
得
る
空
間
の
次
元

と
の
関
係
で
定
ま
る
。
し
た
が
っ
て
各
価
楮
ベ
ク
ト
ル
ρ
に
お
け

る
双
対
グ
ラ
デ
ィ
エ
ン
ト
対
応
の
値
の
次
元
に
関
連
し
て
双
対
選

　
‡好
＞
一
の
臨
界
集
合
を
適
当
に
定
義
す
れ
ば
、
双
対
選
好
の
臨
界
集

合
と
需
要
関
係
の
価
楕
空
間
に
お
け
る
臨
界
集
合
と
が
互
に
関
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
次
に
双
対
選
好
≧
の
臨
界
集
合
を

定
義
し
、
そ
の
性
質
を
調
べ
よ
う
。

　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
双
対
選
好
≧
お
よ
ぴ
そ
の
グ
ラ
デ
ィ
エ
ン
ト
対
応
q
、
一
5
ギ
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾

辿
が
与
え
ら
れ
た
と
き
、
雨
∩
鼻
。
へ
の
、
9
の
制
約
を
的
で
表

　
　
　
　
　
　
　
ホ

そ
う
。
双
対
選
好
≧
の
Q
に
お
け
る
臨
界
集
合
§
軸
。
ミ
ざ
ミ
這

呉
§
雨
良
ミ
ミ
㌔
、
害
ミ
§
ε
ぎ
む
£
、
を

　
　
Q
o
、
一
1
1
9
m
9
雲
旨
Q
0
、
（
唱
）
V
～
－
2
、
自
o
o
め
十
二

に
よ
っ
て
定
義
す
る
。
（
図
4
参
照
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
‡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‡

　
次
の
命
題
は
双
対
選
好
≧
の
臨
界
集
合
的
に
関
わ
る
基
本
的
性

質
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
命
題
7
　
双
対
選
好
ど
の
臨
界
集
合
吋
は
々
に
お
け
る
ル
ベ

ー
グ
測
度
0
の
集
合
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
を
（
8
。
）
H
o
と
な
る
。

　
証
明
　
ρ
の
各
点
ρ
に
対
し
て
4
を
線
型
部
分
空
間
卜
8
、
（
、
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

の
直
交
補
空
間
と
定
義
す
る
。
ム
の
定
義
か
ら

　
　
畠
冒
（
H
津
8
、
（
お
）
）
十
昌
昌
卜
宕
。
1
－
～

で
あ
る
。
こ
こ
で
H
鼻
8
、
（
お
）
は
ト
§
、
（
、
）
に
お
け
る
§
、
（
、
）

の
内
点
か
ら
な
る
集
合
を
示
す
。
次
に
、
（
H
l
昌
昌
8
め
十
一
）
次

元
の
戸
の
線
型
部
分
空
間
で
基
底
ベ
ク
ト
ル
の
各
成
分
が
有
理
数

か
ら
な
る
も
の
の
集
合
を
炉
と
す
れ
ば
“
炉
は
可
算
集
合
で
あ
る
。

炉
に
属
す
る
各
亙
に
対
し
て

　
Q
串
芸
一
1
1
｛
始
m
Q
邊
、
五
－
昌
（
ミ
十
ト
も
．
）
H
9
昌
曽
十
繧
H
p
ト
も
、
で
か

　
つ
あ
る
s
（
＊
o
）
m
5
ξ
o
、
（
、
）
が
H
に
直
交
す
る
一

518
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“

を
定
義
す
る
。
集
合
～
は
凡
、
即
ち
可
算
個
の
開
集
合
の
和
集
合
、

と
な
る
こ
と
が
容
易
に
確
認
で
き
る
。
よ
っ
て
可
測
で
あ
る
。
次

に
、

　
　
Q
o
、
∩
⊂
串
＾
亀
＾
Q
向
、

と
な
る
こ
と
を
示
そ
う
。
お
m
Q
o
、
と
す
れ
ば
、
9
目
8
、
（
も
）
V

～
一
昌
目
、
め
十
－
だ
か
ら
、
4
と
は
独
立
な
串
m
＊
、
で
（
す

な
わ
ち
、
昌
昌
（
串
十
ト
も
、
）
1
－
畠
昌
串
十
2
昌
ト
も
、
）
か
つ
－
鼻
§
、

（
お
）
に
属
す
る
O
と
異
な
る
あ
る
”
が
∬
と
直
交
す
る
よ
う
な
∬

が
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
も
m
⊂
ミ
簑
さ
串
、
で
あ
る
。

　
ゆ
え
に
命
題
7
の
証
明
に
は
ぷ
（
Q
申
、
）
1
－
o
を
示
せ
ぱ
よ
い
。

ハ
ウ
ス
ド
ー
フ
測
度
と
ル
ベ
ー
グ
測
度
と
の
関
係
か
ら
、
任
意
の

e
m
め
に
つ
い
て
竺
Q
串
。
⊃
（
e
＋
芭
一
帆
H
で
あ
れ
ぱ
ぷ
（
Q
串
、
）

H
o
と
な
る
。
そ
こ
で
仮
り
に
あ
る
〃
に
つ
い
て
竺
Q
申
、
⊃
（
e
＋

S
一
V
－
で
あ
つ
た
と
し
よ
う
。
き
由
m
Q
串
、
⊃
（
e
＋
き
ら
朴
§

　
　
　
　
　
　
　
　
‡

と
す
る
。
そ
う
す
る
と
～
の
定
義
か
ら
あ
る
昌
m
8
、
（
邊
）
に
つ

い
て
も
．
萬
く
向
．
亀
と
な
り
、
か
つ
同
時
に
あ
る
噂
m
S
、
（
お
）
に

つ
い
て
邊
．
噂
く
お
．
博
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
y
，

p
あ
る
い
は
自
げ
、
お
で
あ
る
の
で
、
§
。
（
亀
）
一
§
、
（
お
）
の
定
義

か
ら
、
お
．
昌
w
亀
．
自
あ
る
い
は
o
・
畦
w
ミ
博
の
い
ず
れ
か
が
成
立

す
る
が
、
こ
の
両
者
と
も
先
き
の
不
等
号
の
向
き
と
矛
盾
す
る
。

ゆ
え
に
竺
Q
串
。
⊃
（
e
＋
s
一
帆
H
が
9
の
中
の
任
意
の
〃
に
つ
い

て
成
立
す
る
。
■

　
以
上
で
定
理
1
の
双
対
的
証
明
を
与
え
る
お
膳
立
て
が
整
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
‡

　
注
3
　
双
対
選
好
≧
は
凸
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ど
を
準
凹

「
効
用
関
数
」
（
あ
る
い
は
「
双
対
効
用
関
数
」
）
に
よ
っ
て
代
表

　
　
　
　
　
　
　
｝

さ
せ
う
る
。
も
し
≧
を
凹
関
数
に
よ
っ
て
代
表
で
き
る
な
ら
ぱ
、

凹
関
数
に
つ
い
て
の
一
つ
の
周
知
の
事
実
、
す
な
わ
ち
そ
れ
が
殆

ど
到
る
所
で
徴
分
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
か
ら
上
記
の
命
題

を
簡
単
に
証
明
で
き
る
。
し
か
し
、
任
意
の
凸
選
好
関
係
は
必
ず

し
も
凹
効
用
関
数
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
う
る
と
は
限
ら
な
い
。

（
例
え
ば
、
峯
竃
－
O
〇
一
①
自
（
岩
ミ
）
一
射
①
冒
閏
寿
“
勺
、
ω
S
お
よ
び

そ
の
中
に
示
さ
れ
た
文
献
を
参
照
の
こ
と
。
）

　
定
理
1
の
双
対
的
証
明

　
我
々
は
ぷ
（
8
）
“
o
を
証
明
し
た
い
。
と
こ
ろ
が
系
6
よ
り

　
　
8
⊥
希
書
、
冒
8
只
き
§
∀
丁
2
昌
8
9

　
　
∩
一
希
の
百
、
自
8
、
（
お
∀
丁
9
冒
8
牟
二
1
－
8
讐

と
な
る
。
ゆ
え
に
命
題
7
よ
り
を
（
8
）
1
1
o
で
あ
る
。
■

5
　
宮
空
間
に
お
け
る
需
要
関
係
の
臨
界
集
合

以
上
の
議
論
で
需
要
関
係
が
第
二
種
の
不
連
続
佳
を
有
す
る
よ
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う
な
価
格
ベ
ク
ト
ル
の
集
合
－
価
格
空
間
に
お
け
る
需
要
関
係

の
臨
界
集
合
ー
の
基
本
的
性
質
を
明
か
に
し
た
。
本
節
で
は
需
要

関
係
が
第
一
種
の
不
連
続
性
を
持
つ
よ
う
な
窟
水
準
の
集
合
－
宮

空
間
に
お
け
る
需
要
関
係
の
臨
界
集
合
－
の
性
質
を
扮
析
し
よ
う
。

本
節
の
分
析
に
お
け
る
一
つ
の
主
要
概
念
ぎ
｝
、
。
。
君
、
「
局

所
的
チ
ー
バ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
」
、
の
定
義
か
ら
入
る
こ
と
に
す
る
。

　
x
を
五
に
属
す
る
一
つ
の
消
費
集
合
と
し
、
”
を
x
に
お
け
る

一
消
費
ベ
ク
ト
ル
と
す
る
。
躰
に
収
束
す
る
消
費
ベ
ク
ト
ル
の
点

列
が
存
在
し
、
点
列
を
構
成
す
る
各
々
の
消
費
ベ
ク
ト
ル
が
所
与

の
価
樒
ベ
ク
ト
ル
ρ
で
評
価
し
て
”
よ
り
も
安
い
時
、
”
は
局
所

的
チ
ー
バ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
ぎ
ミ
き
雨
喜
ミ
㌻
。
｝
ミ
餉
を
有
す
る
、

と
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
勿
の
任
意
の
近
傍
ひ
に
対
し
て
軸
m

q
⊃
k
が
存
在
し
、
唱
・
㎜
〈
お
さ
と
な
る
。
x
に
属
す
る
消
費
ベ

ク
ト
ル
”
で
、
局
所
的
チ
ー
バ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
を
持
た
な
い
も
の

の
集
合
を
消
費
集
合
x
の
臨
界
集
合
§
ミ
§
。
、
－
餉
、
“
呉
§
雨

s
§
§
善
ぎ
ミ
這
と
呼
び
、
こ
れ
を
9
（
ト
）
で
表
す
。

　
…
で
ユ
ー
ク
リ
ヅ
ド
空
間
の
通
常
の
ノ
ル
ム
を
表
す
も
の
と
し
、

δ
を
あ
る
正
の
数
と
し
よ
う
。
ρ
を
あ
る
所
与
の
価
椅
ベ
ク
ト
ル

と
す
る
。
こ
の
と
き
、
中
心
”
半
径
δ
の
（
ρ
に
関
す
る
）
半
開

球
を
、

員
（
も
）
工
固
m
里
＝
・
⊥
一
全
か
つ
も
．
・
合
．
嘗
一

で
定
義
す
る
。
半
開
球
の
概
念
を
用
い
る
と
消
費
集
合
の
臨
界
集

合
を
次
の
よ
う
に
簡
明
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
P
（
｝
）
n
す
m
旦
あ
る
～
〉
o
に
対
し
肇
喧
（
タ
～
）
⊃
｝
1
1
皇

宮
空
間
の
部
分
集
合
㌻
（
↑
）
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

交
｝
）
一
⊥
§
里
頁
§
§
）
⊃
員
■
）
よ
一
　
，

そ
う
す
る
と
標
準
的
な
議
論
に
よ
っ
て
＾
任
意
の
選
好
関
係
（
ト

Y
）
に
対
し
、
（
ト
Y
）
の
需
要
関
係
b
（
ト
Y
も
一
§
）
が
§
冊

“
（
k
）
一
な
る
任
意
の
（
§
§
）
に
お
い
て
上
半
連
続
、
す
な
わ
ち

第
一
種
の
連
続
性
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て

我
々
は
集
合
ξ
（
k
）
を
富
空
間
に
お
け
る
需
要
関
係
の
臨
界
集

合
§
軸
ミ
き
§
｝
這
県
§
軸
き
↓
§
ミ
ミ
§
。
§
ぎ
き
軸
§
雨
昌
ミ
。

冬
§
雨
。
と
呼
ぷ
。

　
宮
空
間
に
お
け
る
需
要
関
係
の
臨
界
集
合
に
関
す
る
基
本
的
性

質
は
次
の
定
理
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。
。

・
走
理
2
　
（
宮
空
間
に
お
け
る
需
要
関
係
の
臨
界
集
合
に
関
す

る
基
本
定
理
）

　
任
意
の
呉
斗
o
）
m
由
、
お
よ
び
k
m
㎏
に
つ
い
て
、
“
（
δ

は
可
算
集
合
で
あ
る
。
　
．

　
証
明
　
仮
り
に
“
（
ト
）
が
非
可
算
集
合
で
あ
っ
た
と
し
よ
う
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各
§
m
“
（
』
o
に
つ
い
て
s
s
m
串
（
§
s
）
⊃
9
（
k
）
を
一
つ
選

ぴ
、
そ
の
よ
う
な
吻
の
す
べ
て
の
集
合
を
0
と
す
る
。
0
は
非
可

算
集
合
で
あ
る
。
0
は
が
の
部
分
集
合
で
あ
る
か
ら
、
0
を
可
算

個
の
半
径
1
の
開
球
で
覆
う
こ
と
が
で
き
る
。
0
は
非
可
算
で
あ

る
か
ら
こ
れ
ら
の
開
球
の
う
ち
o
少
く
と
も
一
つ
は
非
可
算
個
の

○
の
要
素
を
含
ん
で
い
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
一
つ
を
珊
と

し
よ
う
。
そ
し
て
、
9
1
－
Q
⊃
き
と
置
く
。

　
主
張
　
α
の
要
素
”
お
よ
ぴ
α
内
の
点
列
助
で
、
ぎ
↓
s
か
つ

す
べ
て
の
肌
に
つ
い
て
ミ
ぎ
く
お
・
自
な
る
も
の
が
存
在
す
る
。

　
主
張
が
誤
り
で
あ
っ
た
と
仮
定
し
よ
う
。
そ
う
す
る
と
α
の
各

点
”
に
対
し
正
の
数
㌔
が
存
在
し
、
套
（
ぶ
評
）
⊃
9
1
1
息
と
な

る
。
各
さ
H
H
し
一
…
に
つ
い
て
α
の
部
分
集
合
ら
を

　
　
Q
；
1
1
す
m
9
一
貞
（
阜
－
言
）
⊃
9
H
皇

に
ょ
っ
て
定
義
し
よ
う
。
こ
の
と
き
9
H
⊂
畠
9
と
な
る
。
と

こ
ろ
が
α
は
非
可
算
で
あ
っ
た
か
ら
叫
の
内
少
く
と
も
一
つ
、
今

そ
れ
を
～
と
し
よ
う
、
は
非
可
算
集
合
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

～
の
中
に
1
つ
の
点
列
ω
を
取
り
、
各
物
が
重
復
し
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
事
朴
き
、
な
る
椛
、
〆
に
つ

い
て
お
．
ぎ
＊
芯
・
ミ
で
あ
る
。
～
は
有
界
な
集
合
9
“
Q
⊃
き

の
部
分
集
合
で
あ
っ
た
か
ら
、
幻
の
収
束
部
分
列
幼
が
存
在
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

よ
っ
て
、
充
分
犬
き
な
“
斗
申
、
な
る
ゐ
と
〃
に
つ
い
て
昌
ぶ
ー
蓑
；

〈
H
、
考
か
っ
、
さ
十
ミ
ミ
、
例
え
ぱ
お
・
ミ
〈
ミ
ぶ
、
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
ミ
m
ξ
（
ぎ
｛
く
）
、
し
か
し
こ
れ
は
吻
、
卯
の
双

方
が
～
の
互
に
異
な
る
要
素
で
あ
る
こ
と
に
矛
盾
す
る
。
よ
っ
て

主
張
の
正
し
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

　
主
張
の
中
で
存
在
が
保
証
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
α
内
の
点
”

と
点
列
伽
を
取
ろ
う
。
”
は
9
（
k
）
の
要
素
で
あ
る
か
ら
、
あ

　
　
　
（

る
正
数
δ
に
対
し
て
長
（
自
㌧
）
⊃
k
”
料
と
な
る
。
他
方
、
充

分
大
き
な
侃
に
つ
い
て
伽
は
き
（
ぎ
助
）
⊃
ト
に
属
す
る
の
で
、

こ
れ
は
明
白
に
矛
盾
で
あ
る
。
ゆ
え
に
こ
の
定
理
の
証
明
が
完
了

し
た
。
■

　
次
の
補
題
は
消
費
集
合
の
臨
界
集
合
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
補
題
3
　
任
意
の
具
朴
o
）
m
迫
お
よ
び
ト
m
や
に
つ
い
て

集
合
“
（
k
）
は
1
次
元
ル
ベ
ー
グ
測
度
0
と
な
る
。

　
証
明
　
黒
恒
¶
一
曽
（
き
§
）
∩
迫
一
§
m
㌻
（
』
三

と
置
く
。
定
理
2
よ
り
“
（
↑
）
は
可
算
集
合
で
あ
る
か
ら
、
⊂

ミ
憎
の
1
次
元
ル
ベ
ー
グ
測
度
は
O
と
な
る
。
よ
っ
て
“
（
｝
）

∩
⊂
ミ
迫
よ
り
、
9
（
↑
）
の
1
次
元
ル
ベ
ー
グ
測
度
は
0

52j
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と
な
る
。
■

　
　
文
　
献

　
　
＞
H
葭
自
］
O
－
峯
串
叩
－
O
o
－
9
ポ
　
（
H
0
N
0
o
）
i
，
H
Z
o
片
o
眈
　
O
目
“
－
o
　
蜆
自
－
o
O
片
｝
－
■
胴
O
｛

　
　
　
　
品
。
目
・
晶
き
忌
…
貝
．
、
言
ミ
§
一
g
ミ
§
§
畠
ぎ
ミ
尊
§
。
．

　
　
　
　
ミ
8
仰
旨
ω
1
§
N
．

　
　
雪
豪
き
轟
員
オ
ニ
（
岩
ミ
）
一
〇
§
§
軋
碁
ミ
ミ
ぎ
呉
亀

　
　
　
　
5
嚢
尊
§
。
ミ
ー
蟹
…
奮
旨
ぎ
轟
一
ξ
冗
、
而
、
、
・
弔
、
一
…
．

　
　
　
　
叶
昌
一
字
－
－

　
　
雪
＝
旦
o
目
げ
H
閏
目
P
オ
ニ
（
H
岨
o
o
o
）
一
、
O
目
“
ブ
〇
一
冒
且
自
o
冒
露
叩
　
艮
目
o
車
目

　
　
　
　
ま
冨
己
｛
冒
匝
吾
①
嚢
o
ざ
目
…
鶉
o
；
邑
竃
昌
揮
、
向
8
§
．

　
　
　
　
§
雨
ぎ
§
お
一
ζ
8
－
ミ
H
9

　
　
書
蜆
－
O
o
雪
一
＞
二
（
岩
ミ
）
一
、
O
。
ま
昌
。
畠
竃
P
竃
葦
げ
8
冨
．

　
　
　
　
書
婁
；
竃
・
邑
冨
ま
昌
ま
彗
員
、
言
姜
ミ
県
皇
§
§
札
。

　
　
　
　
§
§
ミ
o
。
一
8
㎞
1
3
ひ
・

　
　
峯
竃
■
O
O
－
o
戸
　
＞
j
　
（
岩
ま
）
一
、
＞
冨
冒
彗
岸
O
昌
　
里
㎜
目
O
o
ま
罵
器

　
　
　
　
竃
写
q
g
8
量
ヌ
8
旨
弓
一
慧
雇
邑
婁
・
、
言
ミ
§
一
呉

　
　
　
　
ミ
s
§
§
§
§
ミ
向
s
§
茎
葛
ω
一
旨
ω
－
一
冨
－

　
　
呂
亭
o
〇
一
〇
＝
一
＞
＝
昌
口
≠
ク
o
冨
置
自
戸
（
岩
ミ
）
一
＝
ω
o
竃
。
・
価
．

富
ま
雫
｛
葦
蚕
g
晶
。
目
・
。
。
・
蓋
異
穣
二
彗
彗
ρ
竃
ρ
ρ
箏

名
呂
s
ま
p
．
．
皇
§
§
ミ
畠
童
＄
一
1
㎞
o
Φ
・

婁
寮
目
量
■
－
≠
二
婁
α
－
“
）
一
、
U
聲
竃
O
葦
9
｝
色
亭
．

。
募
嘗
ま
罧
二
邑
異
一
、
尋
・
ぎ
呉
掌
§
§
ざ
蟹
§
婁
豊
l

　
　
o
o
♪
一
〇
〇
㎞
I
H
0
0
0
一

書
寮
冨
亘
H
L
l
老
二
（
岩
s
）
一
二
5
o
言
冒
昌
露
昌
。
目
竃
竃
一

£
邑
姜
冒
薫
昌
さ
、
冒
一
く
竃
茸
9
ぎ
ま
蓋
・
・
寄
薫
．

　
　
津
貝
字
一

峯
嚢
o
9
戸
（
H
萎
）
一
9
ミ
§
寒
§
§
・
§
＆
掌
§
。
§
ざ

　
　
ミ
o
§
ぎ
邑
彗
ざ
軍
婁
一
2
・
く
・

き
…
墨
ξ
＞
；
（
一
〇
§
一
、
ぎ
2
邑
葦
ぎ
…
邑
叩
ざ
■
O
。

　
　
旨
8
曇
自
色
旨
昌
｛
8
…
o
集
｝
婁
自
昌
呂
o
員
、
黒
o
§
§
．

　
　
ミ
§
ま
一
筆
－
－
㎞
竈
．

ぎ
冨
墨
貝
＞
1
一
（
§
鵯
）
一
、
O
。
肇
旨
昌
ξ
豪
潟
嚢
ρ
O
・
。
．

　
　
雪
彗
婁
一
裏
ま
；
邑
。
彗
①
－
彗
｛
婁
暮
ま
穿
箒
一
9
ま
二
邑

　
　
目
①
竃
ま
昌
竃
ρ
ε
昌
庄
昌
一
、
ま
Ω
富
彗
g
芹
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